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普通の岩石にみられる輝石には， Ca に富んだ augite ， Ca に乏しい pigeonite むよび、Ca をほとんど含
まない hypersthene の三種類があり， augite 中には pigeonite の析出相が， pigeonite および hyper-











1.液相から augi te , pigeoni te および、 hypersthene の 1 相以上が晶出した後の輝石の相分離の発達過程
には次の 2 段階がある。①輝石の各粒子は閉じられた系としてふるまい， augiteは(001) に沿って pig­
eonite を， pigeonite は (001) に沿って augite を， hy persthene は( 100) に沿って augite をそれぞれ析
出する過程(第 1 次分相過程)。②①の段階で存在した pigeonite がhypersthene と augite に分解する
過程(第 2 次分相過程)。
1I . inverted pigeoni te は従来いわれてきたような pigeonite の転移によってできたものではなく，
pigeoni te の次式で表わされる分解反応、pigeonite →hypersthene+ augite によって形成されたもので
ある。
ill.pigeonite は，冷却の過程で，分相組織の異なる 5 種類に分れることができる。これらの種類が生ず
る原因として次のことがあげられる。①準安定な分相過程の存在②第 2 分相過程で分解生成相(hypeｭ
rsthene と augite) がpigeonite と“coherent" な関係で生成される場合と“incoherent" な関係で
生成される場合があること③pigeonite の分解後 augite は hypersthene と (100) を共有する傾向をも
っていること。
町.とくに pigeonite がhypersthene と augite に coherent な関係で分解する場合(皿の②の場合の 1 つ)
には， pigeonite の構造中の Si03 -chain は 2 つの生成相中においても平行に保存され，三相聞の陽イ
オンの拡散が主たる原因となり pigeonite の( 100) に沿って生成相が層状に形成されると理解できる。
論文の審査結果の要旨
本論文は重要な造岩鉱物の一つである(Ca， Mg, Fe)Si03輝石について，主として天然試料を用いて，
その分相組織の発達過程を明らかにしたものである。
そのために，光学顕微鏡・ X線回析法を用いて分相率H織を分類し，まだ開発途上の高分解能分析電
子顕微鏡を用いて微細な組織を研究した。これらの装置の鉱物試料への応用にあたっては，試料作製
その他に多くの新らしい工夫を行って研究を進めた。さらに分相組織の変化を人工的に行う実験法を
開発した。
その結果，岩石中に混在する輝石の多くの分相組織を有機的に関係づけ，その発達段階を説明する
だけでなく，分相機構について微視的モデルを提出した。
以上の結果は輝石のみならず，けい酸塩一般についての分相機構解明に重要な貢献をすると共に，
分相組織研究のための新らしい方法を確立したものであり，理学博士の学位論文として十分価値ある
と認める。
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